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教育委員会の所管事務に係る自己点検・評価報告書の作成の仕方について 

１ 教育委員会の所管事務について、項目ごとに、点検・評価のコメント及び活動内容につい

て記載しました。 

また、項目ごとに、評価ランクとして、４段階の自己評価（Ａ～Ｄ）を記載しました。 

Ａ 達成・拡充 

Ｂ 達成・継続 

Ｃ 見直し・縮小 

Ｄ 廃止 

２ 回数、人数等、平成３１年度（令和元年度）の数値（実績）が前年度と比較できるものに

ついては、〔 〕書きで、前年度（平成３０年度）の数値を掲載しました。 

３ 南島原市教育振興基本計画の指標（数値目標）があるものについては、【指標】で令和４年

度（平成３４年度）までの目標指数を記載しました。 
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教育委員会の所管事務に係る自己点検･評価について 

本市教育委員会においては、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条の規定によ

りまして、昨年度｛平成３１年度（令和元年度）｝の所管事務について、自己点検及び評価を行

い、その報告書を作成しました。また、点検及び評価を行うに当たって学識経験者の知見の活

用については、お二人にそれぞれ所見をいただきました。 

自己点検及び評価に当たっては、客観的な視点に立って実施しました。その結果、特筆すべ

き事項として次の点が挙げられます。 

教育委員会の活動においては、ホームページによる詳細な会議録を毎回公開し、積極的な情

報発信を行いました。さらに、総合教育会議を通じての活発な意見交換と学校訪問や各種の学

校行事に参加することにより、市や学校との連携を図りました。 

学校施設整備においては、老朽化施設を中心に改修整備を行いました。耐震化については、

平成２６年度に完了しましたが、学校施設の更なる安全性向上を図るため、非構造部材耐震化

改修工事に着手しております。今後は、全ての学校の非構造部材耐震化改修工事を計画的に進

めてまいります。また、近年の地球温暖化による気温上昇に対応するため、市内８小学校（う

ち分校２校）の普通教室に空調設備を整備しました。今後、音楽室、理科室及び家庭科室を基

本とした３つの特別教室への空調設備の整備を行い、安心・安全で快適な学校環境づくりに努

めてまいります。また、南島原市内学校施設の中長期的な維持管理に係るトータルコストの縮

減、予算の平準化及び学校施設に求められる機能・性能を確保するため、「南島原市学校施設長

寿命化計画」（令和元年度～令和３８年度）を策定しました。今後は、本計画に沿って、計画的

な整備改修を進めてまいります。 

学校教育においては、確かな学力・豊かな心と志・健やかな体を育む教育の推進に努めまし

た。学校数は、南島原市立小学校適正規模・適正配置実行計画に基づく小学校の統合及び分校

の併合により、小学校１７校（うち分校２校）と中学校８校となりましたが、教職員の負担を

軽減し、個々の児童生徒にきめ細やかな対応ができるよう、必要に応じて相当数の学校支援員

等を配置しました。また、教職員のスキルアップを図るための教職員研修「あかつき」の実施

や計画的な学校訪問等を実施し、学校力の向上を目指しました。その他、生きるための学力と

人間力の向上を狙った研究指定や、就学・教育支援、子どもの悩み相談事業等を展開するとと

もに、総合学習事業により、各学校の横断的、総合的な学習を支援しました。新学校給食セン

ター建設については、建築工事に着手しております。今後も、各事業を効果的・継続的に推進

してまいります。 

社会教育の推進においては、「子育てしやすいまち」、「住み続けたいまち」を目指し、家庭教

育支援に関わる地域人材の養成や南島原ファミリープログラムを活用して、乳幼児を持つ親の

学習機会の充実に取り組みました。更に、放課後子ども教室「寺子屋２１」や中学生を対象と

する学習支援「南島原未来塾」を継続して開設したほか、通学合宿事業を行うなど、学校・家
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庭・地域の連携・協働による子どもたちの生きる力や相互の教育力向上を図りました。公民館

事業においては、多種多様な講座を実施し、多くの方々に学びの場を提供しました。また、地

域の活性化を目的に、他の部局と協力して「地域の力を考える集い」を市内４地区で開催し、

市民一人一人が今後の南島原市を考える機会となりました。その他、コンサートや講演会の開

催、セミナリヨ現代版画展やアートビレッジ・シラキノ事業による芸術文化の振興に努めまし

た。図書館事業では、６図書館２図書室の恵まれた環境を生かした「本でつながる学校図書館

連携事業」など読書活動の推進に取り組んでまいりました。今後も家庭教育支援と子どもの健

全育成を柱に、社会教育施設等における人生各期における学びの機会の充実と学びの成果を地

域に還元できる人材の育成に努めてまいります。 

スポーツの振興においては、市民の健康増進とスポーツ競技力の向上及びスポーツによる交

流人口の拡大を図り、地域の活性化につながる事業を実施しました。「第２９回原城マラソン大

会」は、県内外から多数の参加申し込みをいただきましたが、新型コロナウイルス感染症拡大

防止の観点から大会を中止といたしました。今後、スポーツイベント等の開催につきましては、

スポーツ庁のガイドライン等を基に、防止策等を講じた運営方法を検討してまいります。また、

子どもたちを対象とした事業では、南島原市の自然環境を活かした「自然体験事業ネイチャー」

や「マリンスポーツ教室」を開催し、郷土愛の醸成を図りました。２年目となった総合型地域

スポーツクラブとの協働事業につきましては、想定以上に子どもたちの体力の向上が見られた

ことは喜ばしく、引き続き体力向上指導プログラムの構築を進めてまいります。 

文化財行政においては、国・県及び市指定文化財の保存・管理のための定期的な巡回や除草

作業等の実施及び施設等の整備、資料館の修繕、収蔵品の燻蒸処理を行いました。今後も適切

な維持・管理に努めるとともに、文化財の保存と活用に努めてまいります。また、国土交通省

の砂防事業に伴う権現脇遺跡の整理調査や県営ほ場整備に伴う出口遺跡の発掘調査なども行い

ました。今後も遺跡の発掘調査を継続しながら、保存と記録を図ってまいります。国指定史跡

日野江城跡については、世界文化遺産である原城跡と同じ有馬氏の城跡であり、普遍的な価値

を有するかけがえのない文化財として調査・整備を進めてまいります。 

世界遺産推進においては、世界文化遺産である原城跡を万全な状態で保存していくための遺

産影響評価や保全状況を世界遺産委員会に報告するためのモニタリングの準備などを実施しま

した。また、市民や来訪者にその価値を理解していただくための事業として、南島原市世界遺

産市民協働会議主催で、世界文化遺産登録 1 周年を記念したシンポジウムを開催し、基調講演

やパネルディスカッションで原城跡の活用について考えました。さらに、６月と１１月に原城

跡及びその周辺の環境美化と世界遺産に対する地元の意識情勢のため清掃活動を実施しました。 

地域の物産振興や観光振興に関しても、関係部署や民間組織との連携が重要になっており、保

全と活用のバランスを図りながら取組を進めてまいります。 

 

令和２年９月 

南島原市教育委員会 
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「教育委員会の所管事務に係る自己点検・評価報告書｛平成

３１年度（令和元年度）事業分｝」についての所見 

第１ 教育委員会の活動及び管理執行事務 

１ 教育委員会及び教育委員の活動 

教育委員会会議の審議及び定例会や臨時会等が計画的に進められ、会議資料の事前配付

と各種研修会への参加機会の確保などを含めた会の運営や、教育委員各位の意見交換並び

に検討・報告が適宜・適切に図られていることを評価する。 

 また、情報の原則公開のルールに則り、引き続き公告やホームページを利用しての、市

民への発信・周知が為されたことや、市長を含む市行政機関との連携などが図られている

ことが窺える。 

 さらに、各学校の教育環境の実態把握と改善のための学校訪問や、その他各種の学校行

事等への参加ができる形で計画的に進められ、その指導・支援が図られていることも評価

する。 

２ 教育委員会が管理又は執行する事務（教育長に委任できない事務） 

まず、「南島原市教育振興基本計画(改訂版)」で策定された計画(項目・内容)に沿って、

最終年度である令和 4 年度(2 0 2 2 年度) までの、創意ある着実な実践の積み上げと目標

達成を期待したい。 

 また、本項の内容については、ここ数年度の自己評価が「B」であることから、事務の

管理・執行が適切に為されていることが窺えるものの、その一方では、この分野が教育長

に委任できない事務であるだけに、今後ともより相互の慎重で公正な検討・審議が為され

るよう望むものである。 

第２ 教育委員会事務局の執行事務（教育委員会から教育長が委任されている事務） 

１ 教育環境の充実に関する事務 

学校施設や社会教育・社会体育施設及び空調設備の整備を、安全性の確保や快適な学習

環境づくりの観点から着々と進められていることを評価する。 

 また、それを昨今の地球温暖化や非常変災等の頻発などによる緊急避難場所の確保とい

う点でしっかり生かすとともに、今後は新たに策定された「南島原市学校施設長寿命化計

画」に沿って、費用対効果を考えた整備・改修等を執行していただきたい。 

 なお、今回発生したコロナ禍のような予期しえない事態での臨時休業措置や夏季休業の

短縮などに対する学習機会(量・質) の確保や学びの格差是正のためには、基本的には分散

登校や短縮などで、可能な限り対面授業を続けていくのが望ましいが、一方でオンライン

環境の整備、また遠隔授業で補えるように準備しておくことも必要である。 

２ 学校教育の推進に関する事務 

発達障がいを含め、心身に障がいや悩み等を抱えていたり、配慮を要したりする児童・

生徒の実態把握や受け容れ体制の構築と整備など、引き続き特別支援教育の充実を図られ

ていることを一定評価する。 

 今回は、これまであった「子ども支援員の配置事業」がなくなり、代わりに「学校支援
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員の配置事業」が設けられたが、配置のねらい(活動内容) 等の変更もあったことから、そ

の事業の今後の進捗を注目したい。 

 付言して、今回のコロナ禍の中で、身体障がい者等が必要な支援を受けられない…とい

った、『合理的配慮』の欠如が全国的に露呈されたようである。それらのことを含め、特

別支援(教育) の視点が学校教育だけでなく、より社会全体の中に生かされ広がっていくこ

とを強く望むところである。 

 市の人間教育研究指定の小・中学校事業や、教職員研修は「さきがけ」から「あかつき」

へと名称変更はあったものの、いずれも内容が充実しており評価をしたい。 

 一方、本市の子どもたちの学力の実態からして、まだレベルアップの余地が残されてい

る。今後は、上記の事業や研修を生かしながら、より独創的な方策・手立てを検討・試行

するなどして、何とか子どもたちの学力の定着・向上を図っていただきたい。 

 北村西望賞教育美術展・古野賞科学技術展は、本市独自の取組として定着していること

を評価するとともに、今後とも子どもたちの知性や創造性・豊かな発想力などを涵養する

意味でも、本事業の継続をお願いしたい。 

 また、小・中学校の総合学習事業の予算配当については少し減額されたようだが、効率

的な使途を進めることを前提にしても、今後も一定額の確保をお願いしたい。 

 語学指導事業での ALT や EAT の採用・配置については、評価が「A」ということで、

効果の実をきちんとあげている。引き続き、子どもたちによりよき国際人としての素地を

養っていただきたい。 

 学校給食設備事業や学校適正規模・適正配置事業及びＩＣＴ機器の整備については、今

後スムーズな進捗・運用を図っていただきたい。 

３ 社会教育の推進に関する事務 

現代社会は、その構造やシステムが複雑化・重層化し、伴って人々の価値観も多様化・

混迷化しているとともに、倫理観や道徳観等が著しく欠如した中にある。 

 とりわけ、近年においては子ども・子育てをめぐる課題が潜在化・深刻化した形で山積

しており、改めて社会教育や家庭教育の重要性が問われているところである。 

 そのような厳しく難しい社会状況の中、まず本教育を下支えしてもらう委員の会議や研

修が適宜・適切に進められ、それぞれの意識や資質の向上に寄与できたことはよかった。 

 その上で、家庭教育支援の施策が諸々実施され成果をあげていることや、地域教育力の

充実を図るための事業や講座・活動が、子どもたちの健全育成を図るということをねらっ

て、各種進められていることを評価したい。 

 一方で、コミュニティ・スクールへの移行や義務教育学校の設置へ向けての準備などに

ついては、計画的に調整等を図っていただきたい。 

 次に、人権教育での人権思想の普及・浸透という点で、学校をはじめ広く社会全体にま

だ希薄なところがあるように感じる。特に学校では、子どもの人権を「子どもの権利」と

して捉えて、どうやったら一人一人輝く子どもに成長させることができるのかの視点で考

え、互いを大切にするという心情や思いやりの心をしっかり育てていってほしい。また社

会では、現下のコロナ禍での差別や偏見に限らず、そのようなことを許さない風潮をつく

り上げるためにも、その啓発・広報活動や救済制度の充実等を図ることが大事である。 

 その他、セミナリヨ版画展やアートビレッジ・シラキノ事業は、まさしく本市の多様な

魅力の発信や創出につながるものであり、本市のアピール度や市民レベル(民度)を高める
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ためにも、今後とも継続されていくよう望むとともに、併せてさらなる廃校活用策も促し

ていただきたい。 

 加えて、読書活動の推進については、子どもたちや市民がより読書に親しむ環境づくり

の施策を、今後とも進めていただきたい。 

４ スポーツの振興に関する事務 

前回より、取組や活動内容を多く広く紹介してもらい、マリンスポーツ・イベントを

いろいろと知ることができてよかった。今後も、本市の恵まれた自然・海洋環境のすば

らしさをアピールしながら、それが観光振興や人々の交流・移住(定住) 策等にもつなが

るとよい。 

 原城マラソン大会は、今回は残念ながらコロナによって中止となったが、広く定着し

てきており、今後とも世界遺産登録を PR・広報するイベントとしても意を注いでいって

ほしい。 

 また、専門の指導員の育成や各団体との連携が図られていることで、市民の競技力の

向上と健康づくり、スポーツに親しむ環境づくりを、より一層進めていただきたい。 

 なお、2 0 2 0 年夏の東京オリンピック・パラリンピックは、コロナによって 1 年延

期され、未だ開催の有無も不透明なことで、やや関心と熱が冷めた感はあるものの、改

めて、市民の障がい者スポーツも含めたスポーツの底辺入口と交流の拡大への機運を高

めていただきたい。 

５ 文化財の保護活用に関する事務 

まず、資料館の維持・管理や指定文化財の保護・管理に、巡回・点検等をしながら鋭意

努めてきたことが窺える。 

 この度、口之津港のフェリーターミナル(ビル内) に、新たに「歴史民俗資料館」が設置

されたが、旧の建物と同様に、市民だけでなく広く多くの方の目に触れてもらうことで、

本市の歴史や文化等を周知していけるよう、今後その活用策を練り進めていただきたい。 

 また、埋蔵文化財の発掘調査では、必要なものはその報告書を刊行し、記録に残し留め

ておくなど、よく整理されていることが分かる。 

 一方、原城跡の法(のり) 面は、大雨等によって崩落することが度々あるので、これから

も、その保全や景観の保持に努めていただきたい。 

 いずれにせよ、本市の歴史と価値のある文化財を、今後とも万全を期して保護・活用し

ていっていただきたい。 

６ 世界遺産推進に関する事務 

今回、本事務が新たな項目として起こされたが、ここまでの取組や活動を数字の結果報

告も含めてあげてもらうことで、内容を把握することができてよかった。 

 「原城跡」が世界遺産の一つとして登録をされて約 2 年になるが、この場所が、その歴

史的意義を学び、深い精神性や祈りの心などを感得する鎮魂の場であるということの原

理・原則を忘れてはならず、それを踏まえた取組や活用策を進めていくことが大事であろ

う。 

 もちろん、一方で観光(振興) 資源等として、どのように今後の活用を図っていくかも改

めて問われている。 
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 そのためにも、「日野江城跡」も含めて官民一体となった諸施策の運用が期待されると

ころである。 

 世界遺産のまちづくりにおいて、市民が置いてきぼりになったり、市民の足が遠のいた

りしてはならない。市民一人一人が自らこの遺産に誇りを持てるような、そんな貴重な財

産として後世に伝え、残していけるものであるよう願っている。 

 

国連の「持続可能な開発目標」(SDGｓ) の実践事項に 17 の目標が掲げられている。そ

の中で、教育のことに特化すると、4 番目に「すべての人々への包摂的(インクルーシブ) か

つ公正な質の高い教育を提供し、生涯学習の機会を促進する」とある。     

 このことから、教育行政の担う役割や責任は大きいものがあることが分かる。となれば、

それとともに我々市民は、教育委員会から提供される各種事業や諸施策の一つひとつが、

どのように展開されているかを、高い関心を持って見ておくことも必要である。 

 その点で、今回も所管事務に係る自己点検と評価を的確に進め、説明責任をきちんと果

たしていることや、業務の遂行に専心して当たっていることを窺い知ることができた。 

 今後、ますますの本市教育行政の振興・発展と、教育委員会各位の精励を祈念して、以

上、私の所見とする。 

令 和 ２ 年 ９ 月 １日 

志 岐 重 樹 
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「教育委員会の所管事務に係る自己点検・評価報告書｛平成

３１年度（令和元年度）事業分｝」についての所見  

第１ 教育委員会の活動及び管理執行事務 

１ 教育委員会及び教育委員の活動 

教育委員会及び教育委員については、「南島原市教育振興基本計画」に基づきそれぞれ

の業務について、遺漏無く確実に遂行されている。 

 各種会議は、当該年度当初の計画に従い適時・的確に行われている。会議の開催に際し

ては、事前の準備も入念に行われ、各委員への連絡や調整はもとより、会議に必要な資料

も前もって配布する等きめ細やかな対応がなされている。そのため、会議は円滑で有効に

開催されていることが窺われる。定例の会議については、その結果を市のホームページに

掲載して市民への周知が図られている。 

２ 教育委員会が管理又は執行する事務（教育長に委任できない事務） 

市教育振興基本計画の目的達成のための指針を立て、小・中学校や各種教育機関の長の

任免及び、教職員の人事や進退に係る決定や教育委員会規則の制定改廃、教育予算等広範

囲にわたる業務内容について慎重かつ公正な取組に尽力されている。 

 地味で煩雑な業務内容であるが、本市教育活性化の基盤である。今後とも確実な業務遂

行をお願いしたい。 

第２ 教育委員会事務局の執行事務（教育委員会から教育長が委任されている事務） 

１ 教育環境の充実に関する事務 

小学校の適正規模・適正配置化に伴う有家小学校新築工事は着々と進められている。 

複式学級の解消により、切瑳琢磨して成長していく児童の教育の場が保障されるとともに

教職員の負担軽減にもつながるものと期待している。 

空調設備の工事も継続して実施される他、体育館照明の LED 改修工事や老朽化にとも

なう補修工事も年次計画のもとに適切に実施されている。また、児童・生徒の安全を考慮

したブロック.塀の改修工事や学校の実態や要望を考慮しての増築工事等、安全で安心して

活動しやすい学校環境の整備に努められていることに感謝したい。 

 一方、社会教育施設の整備についても計画的な取組が見られ、市民の生涯学習の場の提

供に配慮がなされており、評価できる。 

２ 学校教育の推進に関する事務 

学校教育は「生きる力」と「確かな学力」を育むことを目指して、各種施策が一貫して

実施されている。 

 市の教職員研修や人間教育研究指定事業は、学校現場で直接指導に当たる教職員の指導

力の向上につながるとともに、児童生徒の「生きるための学力と人間力の向上」に大いに

寄与するものと期待できる。 

 また、新入学児童支援事業や特別教育推進事業・子供の悩み相談事業では、心身に障が

いのある児童生徒やその保護者に対してもきめ細かな配慮がなされ、一人一人の児童生徒
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のニーズに対応する教育が推進されている。これらの事業は、児童生徒はもとより、その

保護者・地域住民にも特別支援教育に対する意識を啓発する機会となっている。 

 外国語活動では、市は独自に英語指導助手(EAT)６名を市内全小学校に派遣している。

これは画期的な取組で、より多くの児童が、より多く生の英語や外国の文化に直接触れる

ことができている。グローバル化が進むこれからの時代を生きる児童にとって、英語の習

得や国際社会を理解する上で大変効果的であるといえる。 

 さらに、北村西望教育美術展・古野賞科学技術展の開催は、美術や科学に対する児童生

徒の興味や関心を高めるとともに絵画や彫塑・科学研究物への創作意欲を高めている。今

後ともぜひ継続して開催してもらいたい。 

 学校給食では、集中型学校給食共同調理場の建設が計画に従い進められている。新給食

センターの開始までには解決しなければならない諸課題があると思われるが、これまで同

様、安全・安心で美味しい給食が提供できるよう一層の努力をお願いしたい。 

３ 社会教育の推進に関する事務 

市の社会教育を推進する社会教育委員兼公民館運営審議会委員の会議や研修は適切に

実施されている。会合では、市の社会教育の現状や今後の課題について共通理解がなされ、

市社会教育の充実につながっている。 

 家庭教育では、子育てにかかわる保護者に対して乳幼児期から連続する育児についての

知識や技能を学ぶ場を提供している。また、保育士や地域の人材を活用し家庭教育支援の

情報提供や市民全体の家庭教育支援に関する意識の啓発に努めている。 

 地域教育力の充実の面においては、学校・公民館や各種施設と連携し多くの事業に取組

がみられる。南島原市の地域の特性を考慮したセミナリヨ版画展やアートビレッジ・シラ

キノなどの芸術文化面の事業は、市民に心の豊かさやうるおいを与えるものとなっている。  

 また、青少年健全育成や図書館活用を中心とした事業についても積極的な取組が窺える。  

日々の市民生活の活性化につながっている。 

 ただ、学校・家庭・地域の更なる連携・協働によるコミュニティ・スクールへの移行に

ついては、南島原市の実態を考慮した具体的な姿や方法を吟味する必要があると思われた。 

今後の検討課題にしていただきたい。 

４ スポーツの振興に関する事務 

駅伝大会や綱引き大会など市内で開催されるスポーツイベントには多くの市民が参加

できるよう工夫されている。特に小学生を対象とした水泳教室の実施は、児童の水難事故

防止の面で大変ありがたい。 

 マリンスポーツや自然体験事業は海に面した市の特性を生かした取組で、自然の中で楽

しみながら体を動かすことにより運動不足の解消や健康の維持増進にもつながるものと

期待できる。また、市民だけでなく他市からの観光客も喜んで参加できるものと考える。

市の活性化につなげてほしい。 

市の様々なスポーツイベントを開催するにあたっては、スポーツ振興課の企画運営と各

種スポーツ団体や関係者の理解と協力が不可欠である。今後とも連携を強化しながら本市

のスポーツ活動の発展に努めてもらいたい。 
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５ 文化財の保護活用に関する事務 

資料館等の維持管理については、資料の点検、整理、修繕がなされている。また、指定

文化財の巡回と保護管理も定期的に行われている。さらに、数多くの埋蔵文化財の発掘調

査についても積極的に実施されている。 

 これらの文化財は、郷土の歴史やその時代そこに生きた人々の生活の様子や工夫を知る

手がかりである。資料館や文化財の維持管理、保護は極めて重要なことであるが、その資

料や文化財を今にどう活用していくかが課題である。資料について、先人の様子がしのば

れるわかりやすいパンフレットの作成が望まれる。 

６ 世界遺産推進に関する事務 

原城跡が世界遺産に登録されたことは市民の一人として大変喜ばしく、関係当局の努力

に敬意を表する。現在、世界遺産アクションプランに基づき世界遺産の啓発活動がなされ

ていることも、大変有意義なことであると受け止めている。 

 今後、一般市民や観光客にわかりやすい、なるほどと感じられるような取組になること

を期待する。 

 

教育委員会の所管事務に係る自己点検・評価報告書｛平成 31 年度（令和元年度分）｝に

ついては、各事業、ほとんどの項目に達成・継続の評価がなされていた。教育委員会各課

からの説明を聞き、自己評価の結果は妥当であると感じた。これまでの担当者の努力に敬

意を表したい。変化が激しく先の見通せない時代ではあるが、「継続は力なり」の言葉が

あるように、これまでの実績を大切にしながら、より一層の創意工夫を期待し、所見とす

る。 

令 和 ２ 年 ９ 月 1 日 

瀬 川 良 治 
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自 己 点 検 ・評 価 
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第１ 教育委員会の活動及び管理執行事務 

１ 教育委員会及び教育委員の活動 

( 1 ) 教育委員会会議の運営及び情報発信 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

① 会議の開催回数 

〇 審議が必要な事項については漏れなく行われており、会議回数も適正であった。定
例会を１２回〔１２回〕（月１回）実施した。 

〇 教育委員会に提案した議案等は、総数６１件〔５７件〕あった。 

Ｂ 

② 広報・広聴活動の状況 

〇 教育委員会の定例会及び臨時会開催の市民への周知は、公告及びホームページを利
用して行った。 

〇 教育委員会の会議録については、ホームページによる公開を行った。 

〇 詳細な会議録をホームページで公開・・・１２回〔１２回〕 

Ｂ 

( 2 ) 教育委員と事務局との連携 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

〇 教育委員と事務局間において、年間を通じて重要事項となっていることについて、
確実に連絡調整を行った。 

〇 教育委員会の議題のうち議案に関しては、教育委員が議案の検討を事前に十分行う
ことができるよう会議日以前に教育委員へ資料を送付した。 

〇 懸案事項等についても、教育委員会会議の所管事項で報告し、諸問題に係る意見交
換や検討・報告を十分に行った。 

Ｂ 

( 3 ) 教育委員会と市との連携 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

〇 総合教育会議において、積極的な意見交換が行われたので、教育委員会と市との連
携は図られたと考える。 

なお、副市長も特別に参加し理解を深めた。 

また、教育長は事務局の長として、市長･副市長と連携を図った。 

〇 総合教育会議･･･１回〔１回〕開催 

Ｂ 

( 4 ) 教育機関等との連携 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

① 学校への訪問 

〇 学校訪問は学校の教育環境の実態を把握し、必要に応じて改善の手立てを講じるこ
とが狙いである。原則として３年で全校を訪問することとしており、教育委員会とし
ての責務により、学校訪問を行った。 

〇 訪問校数・・・小学校６校〔５校〕、中学校２校〔３校〕、幼稚園０園〔０園〕を訪
問した。 

〇 教育委員は、学校訪問の他に研究発表会、授業参観、入学式などの各種行事にも事
務局と連携して出席した（卒業式は、新型コロナウイルス感染症拡大予防のため不参
加）。 

Ｂ 
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点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

② その他施設への訪問 

〇 各施設で行われる行事等の開催に合わせて訪問を行った。 

( 5 ) 教育委員の研修等 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

〇 外部研修会等には計画的な参加体制をとり、研鑽に努めた。 

また、新しい情報や懸案事項等については、その都度、教育委員会の会議の場にお
いて議題にするなど、一定の情報の共有化を図った。 

各教育委員は、市内外で行われる教育講演会等に参加するなど自己研鑽に努めた。 

〔活動内容〕 

教育長・・・ 都市教育長協議会（全国・九州・県）の研究会等に参加し各市の
教育長との情報交換､懸案事例の検証等を行った。 

教育委員（教育長を含む。）  

   ・・・ 外部研修会に参加し、情報交換や研究等研鑽を行った。 
 

区 分 全国対象 九州内対象 県内対象 

参 加 回 数 １回〔１回〕 １回〔１回〕 ７回〔８回〕 

参加延べ人数 １人〔１人〕 ３人〔１人〕 １６人〔１３人〕 
  

Ｂ 
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２ 教育委員会が管理又は執行する事務（教育長に委任できない事務） 

( 1 ) 教育行政運営に関する一般方針の決定 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

〇 「南島原市教育振興基本計画」を策定しており、その計画に沿った目的を達成する
ために一般方針を随時決定した。 

Ｂ 

( 2 ) 学校その他教育機関の設置又は廃止の決定 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

〇 学校その他教育機関の設置又は廃止については、教育委員会会議の中で遺漏なく審
議された。 

〇 北有馬幼稚園の廃止（保育所型認定こども園へ移行のため廃園）・・・３月定例会
で議決 

Ｂ 

( 3 ) 県費負担教職員の懲戒並びに小学校長及び中学校長の任免その他の進退についての内申 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

〇 任免その他の進退についての内申に係る決定は、教育委員会会議の中で遺漏なく審
議した。 

〇 教職員の人事内申・・・２月定例会で議決 

Ｂ 

( 4 ) 教育長、教育次長、課長及びその他の教育機関（小学校及び中学校を除く）の長の任免 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

〇 任免その他の進退に係る決定は、教育委員会会議の中で遺漏なく審議した。 

〇 事務局職員の人事に係る審議・・・３月定例会で審議した（地方教育行政の組織及
び運営に関する法律第１８条第７項の規定による）。 

Ｂ 

( 5 ) 学校その他の教育機関の敷地の選定及び変更の決定 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

〇 事例なし － 

( 6 ) 教育委員会規則の制定又は改廃 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

〇 必要な規則等の制定改廃については、遅滞なく、漏れなく審議した。 

〇 規則、要綱、規程の制定改廃議案・・・２２件〔２３件〕（各定例会で議決） 
Ｂ 

( 7 ) 教育予算その他議会の議決を経るべき事件の議案に関する意見 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

〇 必要な案件については､漏れなく審議した。 

〇 条例議案・・・条例制定０件〔０件〕 

条例改正６件〔６件〕（５月、８月、１１月、１２月定例会） 

〇 契約議案・・・請負契約１０件〔０件〕 

財産取得２件〔１件〕（８月、１月定例会） 

〇 予算議案・・・当初予算案（2月定例会で報告）、補正予算案（６月、８月、１１月
で報告） 

Ｂ 
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( 8 ) 教育委員会の所管に属する各種委員会の委員の任命又は委嘱 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

〇 必要な審議については､遅滞なく､漏れなく実施した。 

〇 委員の任命等議案・・・６件〔１２件〕（各定例会で議決） 
Ｂ 

( 9 ) 教科用図書の採択に関する基本方針の決定 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

〇 島原・雲仙・南島原地区教科用図書採択協議会において調査審議し、教育委員会で
採択することを議決した。 

〇 令和２年度使用の小学校教科用図書の採択・・・７月の定例会で議決 

Ｂ 

(10) 学齢児童生徒の就学すべき学校の区域の設定又は変更の決定 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

〇 事例なし － 

(11) 市文化財の指定又は指定の解除の決定 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

〇 事例なし － 

(12) 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第１項の規定による教育委員会

の権限に属する事務についての点検及び評価並びに公表 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

〇 自己点検及び評価を行い、その報告書を議会へ提出し、ホームページで公表した。 

〇 点検及び評価を行うに当たって、学識経験者の知見の活用を図ることができた。会
議は３回行った。 

Ｂ 
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１ 教育環境の充実に関する事務 

( 1 ) 小・中学校の耐震性の確保を図る整備工事 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

〇 学校施設は児童生徒が一日の大半を過ごす活動の場であり、非常変災時には地域住
民の緊急避難場所として、今後は市と更なる連携をして整備を行っていく必要があ
り、その安全性の確保は極めて重要である。 

校舎及び体育館の耐震補強工事は平成２６年度で終了したが、学校施設の更なる安
全性向上を図るため、中学校２校の非構造部材耐震化改修工事を実施した。 

今後も、小・中学校の非構造部材耐震化改修工事を計画的に進めていく予定である。 

〇 小・中学校の非構造部材耐震化改修工事・・・計２件 

工 事 名 称 工事費（円） 

北有馬中学校屋内運動場改修工事 54,189,300 

有家中学校校舎間仕切り建具改修工事（３期） 39,408,600 

合    計 93,597,900 
  

Ｂ 

( 2 ) 小・中学校の整備改修 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

〇 小・中学校施設及び設備の老朽化等に伴い、下記施設の整備改修工事を行った。 

当初計画していた緊急性の高い３２件と、年度途中で発生した９件、計４１件につ
いて、工事を実施した。 

〇 小学校施設の整備改修工事・・・計３７件 

工 事 名 称 工事費（円） 

有家小学校旧校舎解体工事（H30 繰・H31 支出分） 30,856,800 

布津小学校ブロック塀改修工事（H30 繰・H31 支出分） 10,262,000 

深江小学校ブロック塀改修工事（H30 繰・H31 支出分） 10,704,960 

有家小学校新築工事（建築工事）（前金払のみ） 650,110,000 

有家小学校新築工事（電気設備工事）（前金払のみ） 65,340,000 

有家小学校新築工事（機械設備工事）（前金払のみ） 118,740,000 

布津小学校空調整備工事 25,178,040 

飯野小学校空調整備工事 19,085,760 

深江小学校空調整備工事 25,754,760 

深江小学校馬場分校・諏訪分校空調整備工事 4,830,840 

小林小学校空調整備工事 21,049,600 

新切小学校空調整備工事 7,261,920 

蒲河小学校空調整備工事 5,907,600 

西有家小学校体育館照明ＬＥＤ改修工事 7,383,200 

布津小学校体育館照明ＬＥＤ改修工事 8,570,100 

小林小学校体育館照明ＬＥＤ改修工事 5,463,700 

堂崎小学校グラウンド改修工事 19,031,100 

Ｂ 

第２ 教育委員会事務局の執行事務（教育委員会から教育長が委任さ

れている事務） 
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点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

大野木場小学校校舎便所増築工事 28,630,800 

西有家小学校ブロック塀改修工事 6,609,900 

小林小学校ブロック塀補強改修工事 2,734,600 

小林小学校校舎パラペット改修工事 3,732,300 

その他工事（１６件） 8,182,500 

小    計 1,085,420,480 

〇 中学校施設の整備改修工事・・・計４件 

工 事 名 称 工事費（円） 

南有馬中学校体育館照明ＬＥＤ改修工事 8,287,400 

西有家中学校給食配膳室改修工事 1,355,400 

南有馬中学校ブロック塀撤去工事 663,300 

西有家中学校ブロック塀改修工事 15,310,900 

小    計 25,617,000 
 

合    計 1,111,037,480 
  

( 3 ) 社会教育施設・社会体育施設の整備改修 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

〇 社会教育施設、社会体育施設の老朽化等に伴い、下記施設の整備改修を行った。 

当初計画していた緊急性の高い１９件と、年度途中で発生した４件、計２３件につ
いて、整備改修を実施した。 

〇 社会教育施設の整備改修工事・・・計１１件 

工 事 名 称 工事費（円） 

西有家総合学習センターエレベーターロープ取替工事 1,540,000 

西有家総合学習センターテラス改修工事 1,514,700 

公民館非常灯取替工事（深江・カムス・口之津） 4,095,300 

口之津図書館３階ホール照明器具取替工事 1,232,000 

その他工事（７件） 4,279,000 

小    計 12,661,000 

〇 社会体育施設の整備改修工事・・・計１２件 

工 事 名 称 工事費（円） 

布津ふるさと道場改修工事（H30 繰・H31 支出分） 20,606,760 

有家運動公園トイレ改修工事（H30 繰・H31 支出分） 16,597,900 

旧有馬商業高等学校解体工事（1工区）（H30 繰・H31 支出分） 76,384,080 

旧有馬商業高等学校解体工事（2工区）（H30 繰・H31 支出分） 26,910,360 

旧有馬商業高等学校解体工事（3工区）（H30 繰・H31 支出分） 13,773,240 

旧有馬商業高等学校解体工事（屋体）（H30 繰・H31 支出分） 16,487,280 

口之津体育館建具改修工事 61,163,300 

南有馬プール屋根改修工事 31,401,700 

深江相撲場改修工事 3,413,300 

その他工事（３件） 2,801,099 

小    計 269,539,019 
 

合    計 282,200,019 
  

Ｂ 
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２ 学校教育の推進に関する事務 

( 1 ) 新入学児童支援事業（教育支援委員会） 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

〇 本市に居住する心身に障がいのある児童生徒（就学前の幼児を含む）に対し、それ
ぞれの能力に応じた教育が受けられるよう、その判定と就学支援の適正を期して、教
育委員会の諮問に応じて、その結果を答申し、適切な就学支援を行った。 

開催期日・・・７月１０日(水)、１１月１３日(水) 

開催場所・・・南有馬庁舎会議室 

出 席 者・・・教育支援委員１３人、教育長他４人、計１７人 

審議件数・・・７1件〔８６件〕 

Ｂ 

( 2 ) 特別支援教育推進事業（特別支援教育助手の配置） 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

〇 特別支援教育助手は、特別な配慮を要する児童生徒に対し、一人一人の教育的ニー
ズに応じたきめ細やかな指導ができるように配置した。 

特別支援教育助手の配置によって、学校・保護者との連携が十分に図られ、児童生
徒の状況に応じた学習指導、生徒指導及び生活指導、進路指導等への適切な支援がで
きた。 

〇 配置状況 

配 置 人 数・・・３５人〔２８人〕【３４人】 

配置学校数・・・２３校（８校は２人配置、２校は３人配置）〔２３校〕 

年間勤務日数・・・１９０日 

Ｂ 

( 3 ) 子どもの悩み相談事業（心の教室相談員の配置） 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

〇 心の教室相談員は、悩み等を持つ児童生徒の相談を専門的に受けたり、ストレスを
和らげたりすることができる第三者的な存在であり、校内における相談体制を整える
ために配置した。 

不登校児童生徒数については、小・中学生とも増加しており、心の教室相談員との
連携を更に深めていく必要がある。 

また、通級型心の教室「つばさ」に相談員６人を配置し、個別に適応指導を進めて
おり、児童生徒７人が通級し、卒業生２人が高等学校に進学する等の成果をあげた。 

〇 配置状況 

配 置 人 数・・・１８人〔２０人〕【２０人】 

年間勤務日数・・・心の教室学校相談員１４０日、心の教育施設相談員２００日 

〇 不登校児童生徒数 

小学校・・・ ３人（全体の 0.14％）〔 ２人（全体の 0.09％）〕 

中学校・・・２９人（全体の 2.66％）〔２５人（全体の 2.22％）〕 

 計 ・・・３２人（全体の 1.02％）〔２７人（全体の 0.90％）〕【0.5％】 

Ｂ 

( 4 ) 学校支援員配置事業 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

〇 学校支援員は、小・中学校の教育活動に際し、教職員の業務支援を行うことにより、
教職員がより児童・生徒への指導や教材研究等に尽力できるようにするために配置し
ており、教職員の負担軽減が図られ、個に応じた指導や教員の働き方改革の推進に寄
与した。 

Ｂ 
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点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

〇 配置状況 

配 置 人 数・・・２１人〔２１人〕【２０人】 

配置学校数・・・２１校〔１８校〕 

年間勤務時間数・・・８００時間 

( 5 ) 市教職員研修「あかつき」 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

〇 南島原市の教育の在り方の実現を目指して、南島原市における喫緊の教育課題や教
職員のニーズに応じた実践的な研修を行うことで、高い専門性と豊かな人間性をもっ
た品格ある教職員を育成し、学校力の向上を図ることをねらいとしており、学力向上、
授業改善、特別支援教育等をテーマとした研修を実施した。 

〇 実施内容 

開設講座の種類・・・５種類〔７種類〕 

実施講座数・・・・・１１講座〔１４講座〕 

受講対象者・・・・・全教職員 

〇 講座終了後のアンケート結果（ねらいに基づく構成や運営がなされたか。） 

よかった・・・・・82.8％〔82.4％〕 

ややよかった・・・16.2％〔15.0％〕 

やや悪かった・・・1.0％ 〔 2.2％〕 

悪かった・・・・・0％   〔 0.2％〕 

Ｂ 

( 6 ) 北村西望賞教育美術展・古野賞科学技術展 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

〇 南島原市の出身で名誉市民である北村西望氏、同じく名誉市民である古野清孝氏、
古野清賢氏兄弟の功績を称え、本市小・中学校の美術教育並びに科学技術教育の振興
を図ることを目的として開催した。 

１１月１５日(金)～１７日(日)に展覧会を開催し、１７日には表彰式を開催した。 

来場者数・・・７５５人〔６９７人〕 

〇 北村西望賞教育美術展入賞者  総出品数 ５５８点〔５６９点〕【４２０点】 

西 望 賞・・・小学生 ５人、中学生 １人〔小学生 ４人、中学生 ２人〕 

奨 励 賞・・・小学生１２人、中学生 ６人〔小学生１２人、中学生 ６人〕 

特 選・・・小学生６０人、中学生１８人〔小学生６０人、中学生１１人〕 

〇 古野賞科学技術展入賞者    総出品数 １２８点〔１３４点〕【１２０点】 

古 野 賞・・・小学生 １人、中学生 １人〔小学生 １人、中学生 １人〕 

優 秀 賞・・・小学生 ２人、中学生 １人〔小学生 ２人、中学生 １人〕 

奨 励 賞・・・小学生 ６人、中学生 １人〔小学生 ６人、中学生 ３人〕 

Ｂ 

( 7 ) 人間教育研究指定小学校事業 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

〇 「生きるための学力と人間力の向上」をテーマに、先進的な研究を行った。 

〇 指定期間・・・２年間 

〇 指定校・・・・深江小学校 （平成３０～令和２年度） ※２年度は文科省委託 

      ・・・・南有馬小学校（平成３１～令和２年度） 

〇 研究費・・・・指定校に対し、研究費として年間１０万円の市費助成を行った。 

Ｂ 
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点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

〇 研究実績 

研究発表会の開催 

深江小学校・・・・１０月２５日(金)  ２年次 本発表 

南有馬小学校・・・１０月３０日(水)  １年次 中間発表 

研究紀要の作成・配布 

深江小学校・・・・１０月２５日(金)   ２年次 本発表時 

( 8 ) 人間教育研究指定中学校事業 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

〇 「生きるための学力と人間力の向上」をテーマに、先進的な研究を行った。 

〇 指定期間・・・２年間 

〇 指定校・・・・口之津中学校（平成３０～３１年度） 

〇 研究費・・・・指定校に対し、研究費として年間１０万円の市費助成を行った。 

〇 研究実績 

研究発表会の開催 

口之津中学校・・・１１月１日(金)  ２年次 本発表 

研究紀要の作成・配布 

口之津中学校・・・１１月１日(金)   ２年次 本発表時 

Ｂ 

( 9 ) 総合学習事業（小学校） 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

〇 各小学校の「総合的な学習の時間」の実施に当たっては、各校において計画的かつ
効果的な活動がなされるよう、総合学習事業予算を配当した。 

平成３１年度（令和元年度）においても、横断的、総合的な学習を、各校が創意工
夫して実施することができた。 

〇 決算額・・・・・１,２０９,３１０円〔１,３４５,１４８円〕  

（１校平均 ８０,６２０円）〔８９，６７６円〕 

〇 実施学校数・・・１５校〔１５校〕 

Ｂ 

(10) 総合学習事業（中学校） 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

〇 各中学校の「総合的な学習の時間」の実施に当たっては、各校において計画的かつ
効果的な活動がなされるよう、総合学習事業予算を配当した。 

平成３１年度（令和元年度）においても、横断的、総合的な学習を、各校が創意工
夫して実施することができた。 

〇 決算額・・・・・６２９,４２８円〔６２９,６８６円〕 

（１校平均 ７８,６７８円）〔７８，７１０円〕 

〇 実施学校数・・・８校〔８校〕 

Ｂ 

(11) 語学指導外国青年招致事業（外国語指導助手等の配置） 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

〇 市内中学校に６人の外国語指導助手（ＡＬＴ）を配置し、中学校の外国語科及び小
学校の外国語活動の充実を図った。直接ＡＬＴと触れ合うことで、児童生徒の発音・
発声の習得や国際理解教育の推進に大きく寄与した。 

Ａ 
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点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

また、英語指導助手（ＥＡＴ）６人を配置し、小学校英語教育の更なる充実を図っ
た。 

〇 配置状況 

（ＡＬＴ） 

配置人数・・・６人〔６人〕【６人】 

配置校・・・・６校（深江中、布津中、西有家中、北有馬中、南有馬中、口之
津中） 

派遣校・・・・２校（有家中、加津佐中）、全小学校、北有馬幼稚園 

（ＥＡＴ） 

配置人数・・・６人〔３人〕【６人】 

派遣校・・・・全小学校 

(12) 学校給食関連設備整備事業 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

〇 自校方式調理場の段階的解消に向けて取り組んだ結果、令和２年３月３１日現在、
７か所（給食センター６か所、自校方式学校給食調理場１か所）である。                                

学校給食センター建設に係る基本・実施設計業務の見直しを行い、新築工事に着手
した。 

令和２年第一回定例会にて新築工事（建築）、（電気）、（機械）の議案が可決、厨房
機器購入の議案は否決。 

〇 厨房機器購入、新築工事（建築）、（電気）、（機械） 入 札・・・・・１２月 

〇 厨房機器購入、新築工事（建築）、（電気）、（機械） 仮契約・・・１２、１月 

〇 新築工事（建築）、（電気）、（機械）  本契約・・・・・・・・・・・・・３月 

Ｃ 

(13) 南島原市立小学校適正規模・適正配置事業 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

〇 平成２２年９月に策定した「南島原市立小学校適正規模・適正配置事業基本方針」
を柱とし、小学校の適正規模・適正配置化を学校、保護者及び地域とともに進めてい
くため、平成２４年８月に「南島原市立小学校適正規模・適正配置実行計画」を策定
した。 

  有家ブロック小学校（３校）の統合については、「有家ブロック小学校統合実施計
画」を策定し、令和３年４月１日の統合に向けて委員会を立ち上げ、協議を行った。 

Ｂ 

(14) 幼児教育に係る事業 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

〇 北有馬幼稚園は、唯一の市立幼稚園として、「幼児期にふさわしい生活」、「遊びを
通した総合的な成長」、「生活の中での個に応じた発達」を教育方針に据え、幼児教育
の推進を図った。 

平成３１年度（令和元年度）も１年を通して折々の教育活動や行事を実施した。ま
た、学校教育課も参加しての保護者懇談会を３回実施した。 

※今まで北有馬幼稚園が担ってきた幼児教育については、令和２年度から福祉保健部が所管する［認

定こども園］に引き継がれ、継続していくことから、評価については、「Ｂ」とした。 

Ｂ 
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(15) ＩＣＴ機器の整備 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

〇 電子黒板等のＩＣＴ機器を整備し、小・中学校の授業改善を進め、児童生徒の学力
向上を図った。 

平成３１年度（令和元年度）は、平成２５年度各中学校に導入した電子黒板等が老
朽化したため、合計９台を更新した。 

（小学校全学級合計１０７台及び中学校は各学校５台程度、合計４２台を整備完了） 

Ａ 

(16) 中体連補助事業 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

〇 体育の振興を図りその活動を支援するため、南島原市中学校体育連盟に対し、中体
連運営補助、大会出場補助、部活動補助等の経費の支援を行った。 

運動部活動数・・・・・・・７６部〔７８部〕 

全国・九州大会出場校・・・九州大会４校５競技・全国大会１校１競技 

〔九州大会４校５競技・全国大会１校１競技〕 

Ｂ 
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３ 社会教育の推進に関する事務 

( 1 ) 社会教育委員兼公民館運営審議会委員の活動 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

① 会議の開催 

〇 社会教育委員兼公民館運営審議会会議を年３回（例年４回開催しているが、令和元
年度は、新型コロナウィルス感染症拡大防止を図るため３回）開催し、教育委員会が
計画する事業の説明や事業の進捗状況、実績について報告を行った。 

実践する社会教育委員を目指し、生涯学習課が主催する事業へ参加し、事業の意義
や問題点などに対する指導や助言を行うこととした。 

また、外部研修会等に参加した委員から、研修内容の報告を受け、研修成果につい
て委員相互の共有化を図った。 

課題である社会教育委員の資質向上と活動充実を図ることを目的として、前年度よ
り配置した各地区社会教育指導員と対話形式でグループワークを行い、社会教育委員
としての使命感や社会教育の地域課題への取組について研鑚を積むことができた。 

今後も、提言書「潤いとつながりのある地域教育力向上を図る」の具現化に向けた
取組について協議を行っていくこととした。 

〇 第１回  ６月 ６日(木) 

・平成３０年度社会教育事業実績について 

・令和元年度社会教育事業計画について 

・令和元年度の研修予定について 

・研究協議「社会教育と各地区公民館講座計画について」 

〇 第２回  ９月３０日(月) 

・長崎県社会教育研究大会参加報告について 

・研究協議「福島県における『家庭教育相談・充実事業』について」 

・令和２年度予算要求について 

・その他 「通学合宿について報告」 

〇 第３回 １２月２６日(木) 

・令和元年度事業進捗状況及び令和２年度予算要求の主な事業について 

・令和元年度長崎県公民館連絡協議会顕彰表彰について 

・令和２年度 社会教育関係大会について 

・研究協議「地域学校協働活動」について 

    ・令和２年度各地区公民館講座計画について 

〇 第４回 ※新型コロナウィルス感染拡大防止に伴い中止 

Ｂ 

② 委員の研修 

〇 社会教育並びに公民館関係の研究大会に積極的に参加することにより、社会教育委
員兼公民館運営審議会委員としての意識向上と自己研鑽を図った。また、市内で開催
される社会教育事業にも積極的に参加し社会教育の普及に努めた。 

区 分 九州地区研究大会 県研究大会 県研修会 

参 加 回 数 １回〔２回〕      １回〔２回〕    ４回〔３回〕  

参加延べ人数   ５人〔６人〕  ４人〔１０人〕  １６人〔４人〕  
  

Ｂ 
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( 2 ) 家庭教育支援の充実 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

① 地域人材の育成 

〇 家庭教育は全ての教育の出発点という認識に立ち、少子化や核家族化等による環境
の変化に対応した家庭教育支援の充実を図るため、内閣府の補助事業等を積極的に活
用し地域人材の育成と親の学びの機会の充実に努めた。 

人材育成については、結婚・妊娠・出産・育児まで切れ目のないきめ細やかな支援
を行うコアサポーターや保育士を中心として主に乳幼児期に関する「保護者支援」の
知識・技術等を身につけた保護者支援士の養成に努めた。 

しかしながら、家庭教育支援プログラムを進行するファシリテーターの養成講座に
ついては、新型コロナウィルス感染拡大防止を考慮し中止とした。 

〇 人材育成 

・家庭教育支援コアサポーター養成講座 

９月１０日（火）、９月１１日（水）、応用講座：１０月１０日（木） 

１０月１１日（金）、実践サポート：１月１０日（金）、１月１１日（土） 

受講者数  ２６人〔５１人〕 

・家庭教育支援プログラムファシリテーター養成講座 

３月２日（月）、３月１２日（木） 

受講者数  - 人〔７１人〕新型コロナウィルス感染拡大防止に伴い中止 

・南島原市保護者支援士養成講座 

８月２５日（日）、９月２３日（月・祝）、１０月２０日（日）、１１月１７日（日） 

１２月１５日（日）、１月１９日（日）、２月２４日（月休） 

-受講者数  ４６人〔３６人〕 

Ｂ 

② 学びの機会の充実 

〇 子育てに関心が高い父母等に、乳幼児期から学びの機会創出を図るため、親子体験
型の講座や親育ち講座を開設したほか、家庭教育支援施設「わくわく広場」や公民館、
図書館の積極的な活用に努めた。また、家庭教育に係る講演会も開催した。 

〇 家庭教育学級 

・市内 ９９講座〔１１３講座〕  受講者数 ２,２７４人〔３,７４６人〕 

（親子体験型家庭教育学級、親育ち講座ほか） 

〇 家庭教育講演会の実施 

・７月２４日(水)   ありえコレジヨホール 

講  師 土居 善晴 氏 

演  題 「食育・子どもたちが幸せになる食事」 

来場者数 ５１０人〔３８１人〕 

 

・９月 ７日(土)   ありえコレジヨホール 

講  師 佐藤 和夫 氏 

演  題 「電子メディアの子どもへの影響 

～小児科医と考えよう、スマホリテラシー～」 

来場者数 １７７人〔２８９人〕 

Ｂ 

③ 家庭教育支援に関するネットワークの構築 

〇 子育て支援等にかかる研究調査及び学習啓発・相談等のプラットホーム化を図り、
きめ細かい伴走型支援を提供する施設として「わくわく広場」を開設している。 

情報提供や家庭教育啓発活動のほか、市民全体の家庭教育支援にかかる共通理解と
啓発及び参加者の教育力向上をめざした学習会を行った。 

このように、現代的課題の解決に向けた一歩を踏み出したことは一定の評価ができ

Ｂ 
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点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

る。 

今後も家庭教育支援のネートワーク化や親の学びの機会の充実に努めたい。 

〇 わくわく広場における講座 

市内   ３２講座〔３３講座〕 

受講者数 ４５２人〔３７３人〕 

（家庭教育支援プログラム、おはなし会ほか） 

〇 情報提供及び相談支援（講座以外） 

来所・訪問件数 ４４件〔２２件〕 

来所・訪問者数 ６９人〔５１人〕 

( 3 ) 地域教育力の充実 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

① 地域による学校支援の充実 

〇 学校支援会議を核とした「南島原っ子の夢・憧れ・志育成プロジェクト」に基づき、
学校・家庭・地域の更なる連携・協働による子どもたちの生きる力や相互の教育力の
向上に努めることができた。 

会議、研修会を通じて、これからの学校と地域の目指すべき姿として、コミュニテ
ィ・スクール、地域学校協働活動へ移行するため、学校教育部局と調整を図っていく。 

・コミュニティ・スクールへの移行に伴う学校支援会議の状況調査 

実施日 １２月１７日（火） 市内小中学校 

   ・令和元年度学校運営協議会及び地域学校協働活動コーディネーター研修会 

     ※新型コロナウイルス感染拡大防止に伴い中止 

Ｂ 

② 地域教育力を生かした交流体験活動の実施 

〇 放課後学習支援事業（南島原未来塾） 

学習塾に通っていない市内の中学３年生を対象に教員ＯＢや地域指導者の協力
を得て、学習支援塾「南島原未来塾」を市内８地区全てで開催した。 

家庭学習の定着と学力向上に努め、参加した中学生は概ね希望する高校へ進学す
ることができた。 

参加者数 １３３人〔１２２人〕 

指導者数  １５人〔 １８人〕 

※ 事業実績としては目標を達成できたが、令和元年度で事業を終了したことから「Ｄ」とした。 

Ｄ 

〇 放課後こども教室・ながさき土曜学習推進事業（寺子屋２１） 

放課後や週末等に学校や社会教育施設を利用して、子どもたちに勉強やスポー
ツ・文化活動、地域住民との交流活動を通して夢や希望に向かってたくましく生き
抜く子どもの育成を目的に、国の補助制度を受けて「放課後子ども教室」を実施し
た。 

この取組は年々拡充し、県内３０１教室のうち、本市で、年間を通して９６教室
を開催した。 

また、放課後児童クラブとの連携も充実してきており、地域の教育力の充実とい
う点で特段の評価ができる。 

週末活動がメインであることから、今後平日の居場所づくりや学習活動の場とし
て、学校図書館を活用した放課後教室の拡充に努めたい。 

前期 ８２教室 参加者数 延べ８６８人〔８８教室・９２３人〕 

後期 ７６教室 参加者数 延べ７７８人〔８７教室・９０２人〕 

Ａ 
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点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

〇 地域で学ぶ通学合宿事業 

子どもたちは、家庭から離れ、地域住民の協力の下、６泊７日程度の合宿生活を
通して、自主性・協調性、さらに感謝の気持ちを培うことができた。また、保護者
は、家庭教育の在り方を見つめ直す機会となった。 

（６泊７日通学合宿） 

有 家  ９月 ８日(日)～１４日(土)  ありえコレジヨホール 
                    参加者数 １９人〔２１人〕 

北有馬 １０月２７日(日)～１１月２日(土)北有馬ピロティー文化センター 
                    参加者数 １５人〔１４人〕 

南有馬 １１月１０日(日)～１６日(土)  原城オアシスセンター 
                    参加者数 １１人〔１２人〕 

加津佐 １１月１０日(日)～１６日(土)  加津佐公民館 
                    参加者数 １７人〔１１人〕 

（３泊４日通学合宿） 

深 江  ９月１０日(火)～１３日(金)  深江公民館 
                    参加者数 ２２人〔 ―人〕 

布 津 １０月 ８日(火)～１１日(金)  布津公民館 
                    参加者数 １２人〔１７人〕 

Ａ 

〇 子ども会育成事業 

市内子ども会の育成、助長を図り、地区子ども会間の連携及び相互の進歩・向上
を期することを目的に実施した。 

・こども映画会   ８月２２日(木)  ありえコレジヨホール 

          参加者数 ４４５人〔５２１人〕 

・のびのび少年デー １１月 ９日(土)～１０日(日)  口之津地区 

          参加者数 ４７７人〔５９２人〕 

・次期ジュニアリーダー研修会 

  深 江～西有家 ２月１５日(土)～１６日(日)  国立諫早少年自然の家 
          参加者数  定員未満により中止〔１１人〕 
  北有馬～加津佐 ２月１５日(土)～１６日(日)  原城温泉 真砂 
          参加者数  ２７人〔４９人〕 

Ｂ 

③ 地域ぐるみの健全育成活動 

〇 青少年健全育成事業 

青少年の健全育成及び非行事故防止を目的に実施した。 

・自然と遊ぼう      ４月２７日(土)  有家俵石自然運動公園 

            参加者数  約１,５００人〔３,５００人〕 

・少年ソフトボール大会 ７月２８日(日)  有家総合運動公園 

            参加者数     ７チーム〔９チーム〕 

・夏休み帰宅放送（各中学校代表） 

            夏休み期間 ７月２１日(日)～８月３１日(土) 

・ファミリンピック   １１月 ９日(土) 布津世紀の泉 

            参加者数     ５００人〔７００人〕 

・南島原市民会議広報誌配布（学校経由他） 

           配布部数   ４,０００部 

Ｂ 

④ 成人教育 

〇 公民館講座等の学習活動の機会と内容の充実を図るとともに、学習の成果を社会に
還元できるような環境の整備に努めた。今後も各地区での一般講座、女性講座、歴史
講座、防災講座等の地域課題に即した講座や人づくり・地域づくりにつながる学習会、

Ａ 
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点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

自治公民館などとの連携事業を企画し、公民館本来の役割を考えた事業の実施に努め
たい。 

地域の活性化を図るため、市内各地域において自治会・公民館活動を積極的に行っ
ている取組事例を紹介し、市民一人一人が今後の南島原市を考え、地域が抱える課題
解決のヒントとなるよう「地域の力を考える集い」を４地区で開催した。 

課題解決に向け、「何が必要なのか？何が足りないのか？震災が起きたら？」など
市民一人一人が今後の南島原市を考える機会となり、市内に眠っている地域資源や人
材の掘り起こしなど、地域に情報を提供することができた。集いには市内の高校生も
参加し、南島原市の将来を担う若者の故郷への思いを聞くことができた。今後も継続
して開催する。 

各種公民館講座の開設 

・一般講座、女性講座、歴史講座、防災講座、高齢者学級 

７６講座〔９３講座〕 ２２４回〔３４２回〕 

受講者数  延べ４，７７７人〔４，１１６人〕 

・地域の力を考える集い 

深 江・布 津会場 １２月 ８日(日) 参加者数 ４５人〔５７人〕 

有 家・西有家会場 １２月 ８日(日) 参加者数 ３９人〔５４人〕 

北有馬・南有馬会場 １２月１５日(日) 参加者数 ４４人〔５１人〕 

口之津・加津佐会場 １２月１５日(日) 参加者数 ７４人〔８３人〕 

⑤ 人権教育 

〇 青少年人権教育推進事業の開催 

・青少年人権講演会（市内全ての中学生対象） 

１２月 ３日(火) 西有家中学校      講師：小玉 澄香 氏 
１２月 ５日(木) 南有馬中学校     講師：土手野 和広 氏 
１２月  ６日(金) 有家中学校       講師：岡 寿彦・大津 信夫 氏 
１２月１０日(火) 北有馬中学校      講師：岡 寿彦 氏 
１２月１１日(水) 深江中学校       講師：宮崎 保 氏 
１２月１２日(木) 口之津中学校      講師：宮崎 保 氏 
 

・人権教育学習会（市内小学生対象） 

１１月１５日(金) 有馬小学校（４年生）  講師：松川 美代 氏 
１１月２９日(金) 布津小学校（３年生）  講師：小玉 澄香 氏 
１２月１９日(木) 布津小学校（５年生）  講師：林田 充敏 氏 

Ｂ 

(４) 芸術文化の振興 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

① 芸能文化事業 

〇 多くの市民に親しまれる本物の舞台芸術や展覧会などの鑑賞機会を提供し、文化・
芸術の振興と豊かな地域づくりの推進を目的に開催した。 

今後、更に多くの方が気軽に鑑賞できる機会の提供を図りたい。 

 ・青少年劇場の開催（中学生を対象） 

内容 演劇「永遠の夏休み」 
   ６月６日(木)・７日(金) 
   深江・北有馬中学校  ３３６人〔２９５人〕 

・子どもミニコンサートの開催（小学生対象） 

内容 「ピアノトリオ」（ピアノ、コントラバス、フルート） 
   ６月１８日(火)～２０日(木) 
   市内５小学校 ６５４人〔５２３人〕 

Ｂ 
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点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

・子ども夢劇場の開催（小学生対象） 

内容 児童劇 「やだ、やだ あっかんべー！」劇団風の子九州 
   １０月２１日(月)～２５日(金) 
   市内４会場 ５小学校 ７４３人〔１,３９４人〕 

・ひまわり夢劇場の開催（幼児対象） 

内容 人形劇「花咲かじいさん」 劇団ぱれっと 
   ６月３日(月)～ ５日(水) 
   市内３会場 ９５４人〔７９８人〕 

〇 芸術文化振興事業の開催 

・宝くじ文化公演「アントネッロ 天正遣欧少年使節の物語」 

内容  ７月１２日(金) ありえコレジヨホール １８６人 

・A列車に乗っていこう 

内容  ８月１９日(月) ありえコレジヨホール ２７５人 

・DRUM TAO 「ザ・ドラマーズ」 

内容  ９月１９日(木) ありえコレジヨホール ６９２人 

・倍賞千恵子 講演会 

内容 １２月 １日(日) ありえコレジヨホール ４４９人 

・第３回 南島原市中学校吹奏楽部合同演奏会 

内容 １２月２２日(日) ありえコレジヨホール ３８６人 
※ 令和元年度で事業終了。 

・世良公則 KNOCK KNOCK 2020 with 渡辺美里&NAOTO 

内容  ２月 １日(土) ありえコレジヨホール ６９１人 

Ｂ 

② 第１９回セミナリヨ現代版画展の開催 

内  容 ２月２２日(土)～３月１日(日) ありえコレジヨホール 

同巡回展 雲仙ビードロ美術館、長崎県美術館 

※同巡回展は新型コロナウィルス感染拡大防止に伴い中止 

応募総数 １６,９７７点〔１５,８６９点〕 

参観者数  １,２５２人〔 ３,８１５人〕 

Ａ 

③ アートビレッジ・シラキノ事業 

〇アーティスト・イン・レジデンス（ＡＩＲ）事業 

アートビレッジ・シラキノ事業において、３０年度に実施したＡＩＲモニター事業  
により４版種（銅版画・リトグラフ・木版画・シルクスクリーン）の工房が整備され 

  たことに伴い、令和元年度は全国公募型により５名の作家を招へいすることができ、
共に制作活動をする機会を提供することで、作家同士の育成・スキルアップにもつな
がった。 

また、ＡＩＲ事業以外の個展やワークショップも開催し、多くの地域住民等との交
流もあり、本市の多様な魅力の創出につなげることができた。 

・アートビレッジ・シラキノ  エデュケーター（※） 池田 俊彦 氏 

・アーティスト・イン・レジデンス事業（５名） 

８月～ ９月 興梠 優護 氏  長嶋 由季 氏  山田 真実 氏 
 １月～ ３月 光安 雅伸 氏  エヴェリナ スコヴロンスカ 氏 

・事業内容 展覧会・教室・講座・オープンアトリエ（ＡＩＲモニター事業含む。） 
全１５回 参加者数 延べ１,１８２人〔１，７５９人〕 

※ エデュケーター：美術館や博物館において教育・普及活動を行う専門家。 

展示解説や各種の教育プログラムなどに携わり、来館者の学習を支援する。 

Ｂ 
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点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

○施設（ギャラリー、工房、宿泊）の利用 

 施設の運営面ではギャラリー・工房・宿泊施設の個人やグループでの利用が少なく、
今後、利用拡大に向けた取組が必要である。 

ギャラリー  ０件〔０件〕 

工房    ３１件〔０件〕 

宿泊    １４件〔０件〕 

 

(５) 読書活動の推進 

① 図書館 

〇 市民の利便性を向上させ、より使いやすい図書館運営を図るため、市内６図書館、
２図書室が連携・協力し読書活動の推進を行った。 

また、「子どもと本でつながる学校と図書館」連携事業として、学校図書館に図書
館司書を派遣し、小・中学校図書館、図書館、公民館図書室が相互に連携し、図書資
料の充実を行い、子どもの読書活動推進にも取り組んだ。 

更には、家庭教育支援施設としての機能の充実を図るため、親子や幼児を対象とし
た図書館教室の開催や、乳幼児図書の充実に努めた。 

このように他市にない充実した読書環境を生かし、知の地域づくりに努めるととも
に、図書館と学校図書館の連携により、学校図書館の充実と子どもの居場所づくりや
読書教育の充実につながったことは一定の評価ができる。 

今後も保護者や地域住民によるボランティアの育成を目指し社会教育行政職員、図
書館職員、図書館ボランティア、学校などの関係機関と連携を密にし、知の地域づく
りに取り組んでいきたい。 

Ｂ 

② 読書活動推進事業 

〇 おはなしカーニバル in 南島原 ～きてみんね～!! 

内容 １１月１７日(土) ありえコレジヨホール 

〇 「絵本ライブ in 学校図書館」 

内容 １１月 １日(日) 布津小学校（午前）、堂崎小学校（午後） 

〇 図書館教室（図書館まつり含む。） 

内容 各図書館 参加者数 延べ１３,３８２人〔１３,６５４人〕 

〇 図書館まつり 各図書館 

Ｂ 

③ 図書館ボランティアの育成 

〇 読書サポーター養成講座 

内容 １０月１２日(土)、１０月１９日(土)、１１月 ９日(木) 全３回 

   ありえコレジヨホール  受講者数 延べ１３４人〔１９０人〕 

〇 図書館友の会支援事業 

内容 図書館友の会７団体へ運営費補助 

Ｂ 
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４ スポーツの振興に関する事務 

( 1 ) スポーツイベントの開催 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

① 南向きファミリー元気フェスタ！ 

〇 本事業は、企画、運営を総合型地域スポーツクラブ「ＴＥＡＭひまわり」へ委託事
業として行っている。 

子どもたちの体力づくりと運動能力向上のための運動体験イベントとして「スポー
ツ鬼ごっこ南島原大会」を計画し準備を進めていたが、新型コロナウイルス感染症の
影響により中止した。 

３月２０日(金・祝) １２８人（申込者数）〔１６５人〕 

Ｂ 

② 口加駅伝競走大会 

〇 駅伝の魅力であるチーム競技として多くの参加者で盛り上がった。 

コースについては、加津佐Ｂ＆Ｇ海洋センター前をスタート、ゴールの周回コース
として設定しているが、コースを間違える選手がいたため、実行委員会で協議を重ね
コースを変更し対応した。 

現在、事務局を市から実行委員会組織へ段階的に移行しているため、連携を図りな
がら事業を進めていく必要がある。 

１２月８日(日) ４１チーム・２５０人〔４２チーム・２７０人〕 

Ｂ 

③ 南島原市綱引き大会 

〇 小学生やレディースの部など、一般からも多くの参加者と応援者で活気のある大会
となった。 

小学生の部では体力の差もあるが、練習を重ねてきたチームが入賞しており競技力
とチーム力の向上が見られた。 

運営面ではスポーツ推進委員を中心に改善を行いながらスムーズな運営が図られ
た。 

６月３０日(日) ３４チーム・３７３人〔２９チーム・３０２人〕【５００人】 

Ｂ 

④ 原城マラソン大会 

〇 史跡「原城跡」を顕彰するとともに健康づくりと競技力向上を図ることを目的に開
催した本大会は、今回２９回目を迎え県内外より多くの申込みがあった。しかし、大
会直前に新型コロナウイルス感染症の影響により中止と判断した。 

なお、直前での決定であったため、大会要項の規定により大会プログラム、参加賞
の発送をもって大会開催に代えた。 

今後は、マラソン大会だけでなく、世界遺産を広くＰＲするイベントとして他団体
と連携を図りながら拡大していくことも検討していく。 

２月２３日(日)  １,８４４人（申込者数）〔１,９２８人〕 【２,０００人】 

Ａ 

⑤ 小学生水泳教室 

〇 前浜・白浜海水浴場といった美しい自然環境を有する本市では、泳げない子どもが
増加している中、水泳の普及並びに水難事故防止を図ることを目的に、市内全地区で
低学年を対象に水泳教室を開催した。参加した児童は、水に親しみながら泳ぐことの
楽しさを学ぶことができた。 

７月２９日(月)～８月３日(土)  ２０１人〔２２３人〕 

Ｂ 

⑥ フィットネススクール 

〇 ヨガ、ボクシングフィットネスなどの教室を開催し、市民の体力保持と健康増進を
図った。 

  なお、新型コロナウイルス感染症の影響により、途中で中止した教室もあった。 

  今後は、教室終了後、自主サークルとしての自立に向けた仕掛けが必要である。 

Ｂ 
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点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

１１月６日(水)～３月１４日(月)  ２８５人〔３１８人〕 

⑦ 自然体験事業「ネイチャー」 

〇 市内の小学生を対象に、南島原市の自然に触れ合い、郷土を愛する心を育むことを
目的に、白洲探検、マリンスポーツ、魚釣り、イルカウォッチング、海苔つみ体験等
の体験活動を開催した。 

  低学年の参加が多く自然の中での活動であるため、安全管理を徹底したスタッフ配
置を行ったうえで進めていく必要がある。 

７月２０日(土)～３月２６日(木) 計１０回  ５０人〔５８人〕 

Ｂ 

⑧ マリンスポーツ教室 

〇 カヌー、ヨット、ＳＵＰ等、南島原市の自然に触れ合いながらマリンスポーツ体験
を行う教室を開催した。また、親子を対象としたプログラムも取り入れ、自然の中で
の親子の触れ合い体験が出来た。 

７月２３日(火)～８月２２日(木) 計２５回  ２２８人〔１９１人〕 

Ｂ 

⑨ マリン・ア・ラ・カブーフェスタ 

〇 マリンスポーツを通して海への関心を深めるとともに、美しい自然に触れ合うこと
で南島原市の魅力を市内外に広くアピールし、市の活性化に寄与することを目的に開
催した。天候にも恵まれ多くの参加者・見学者で賑わった。 

今後は、マリンスポーツの体験だけでなく、観光や人口交流につながる仕掛けを行
うことでイベントの拡大を図る。 

８月３日(土)～８月４日(日)  ９９人〔８４人〕 

Ｂ 

⑩ 市民スポーツ大会 

〇 市体育協会の主催、並びに加盟団体の運営による市民スポーツ大会を開催した。事
務局であるスポーツ振興課は、安全な大会運営のため、熱中症予防の注意喚起等を行
い、事故も無く終了することができた。 

なお、この大会は県民体育大会出場の予選会として実施した。 

７月１４日(日)～９月１日(日)  ２,４３６人〔２,２８８人〕 

Ｂ 

⑪ スポーツ専門指導員育成講習会 

〇 市内スポーツの競技力向上を見据え、少年スポーツ指導者、スポーツ関係者、スポ
ーツ推進委員等を対象に開催し、専門的なトレーニング知識の習得とレベルアップを
図った。 

１月３１日(金)  ２２人〔４１人〕 【１００人】 

演題：「一瞬を逃さない眼をつくる！ビジョントレーニングの理論と実際！」 

講師：中村 尚広 氏 

内容：長崎県内唯一のオプトメトリストとしてスポーツビジョントレーニングの
成果等実技を交え解説。また、スマホ内斜視等、現代社会における眼の病気
の話やその予防・治療方法等実際に訪れた患者さんの実例を踏まえての講習
を行った。 

委託事業先：ＴＥＡＭひまわり 

Ｂ 

( 2 ) スポーツ団体との連携 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

① 南島原市体育協会との連携 

〇 現在、体育協会は２２競技団体が加盟しており、スポーツ競技の普及・振興を図り、
市民の体力向上と健康増進に寄与するために、事務局であるスポーツ振興課と体育協
会が連携し、市民スポーツ大会の開催や県民体育大会への選手団の派遣等、市内競技
スポーツの競技力の向上に取り組んだ。 

Ｂ 



 
- 32 -

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

② 南島原市スポーツ推進委員会との連携 

〇 スポーツ推進委員（８０人）と連携を図りながら市内全てのスポーツ事業の役員と
して協力を得ることでスムーズな運営を行うことができた。 

また、新体力テストや各地域で開催されている地区体育祭等の行事においても中心
的な役割を担い、スポーツによる地域活性化が図られた。 

Ｂ 

③ 総合型地域スポーツクラブとの連携 

〇 ＴＥＡＭひまわりは、幼児期からの運動能力・運動神経の向上を目的とした保育
園・幼稚園を巡回する「からだ遊び教室」や「各種スポーツ教室」を主たる事業とし
実施し、市事業の講師派遣や企画運営業務について委託を行った。 

平成３０年度から３年間、スポーツ振興協働事業「ひまわりキャラバン」として、
学校の協力を得て小学生の新体力テスト等のデータを収集・分析し、専門家指導のも
と体力向上に向けた指導プログラムの構築を行っている。 

課題としては、スタッフの確保が難しいことや会員数が伸びていないことから、新
しい事業展開を図る必要がある。 

Ｂ 

④ 小学校社会体育活動支援 

〇 児童の健全な育成と体育・スポーツ活動の振興を図るため、児童で組織するクラブ
活動に対して補助金を交付した。 

４２クラブ〔４２クラブ〕 

Ｂ 
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５ 文化財の保護活用に関する事務 

( 1 ) 資料館等の維持・管理 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

① 口之津歴史民俗資料館 

〇 口之津歴史民俗資料館収蔵品の燻蒸処理、修繕、施設ガイダンス（館長解説） 

入館者数 ４,１９５人〔４,３６１人〕 
Ｂ 

② 深江埋蔵文化財・噴火災害資料館 

〇 深江埋蔵文化財・噴火災害資料館展示資料の整理並びに説明 

入館者数 ２３８人〔２８９人〕 

( 2 ) 指定文化財の保護・管理 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

① 指定文化財の保護管理 

〇 国指定・県指定・市指定文化財の保存管理に努める。特に国指定史跡の原城跡や日
野江城跡においては、景観が損なわれることのないように配慮する必要がある。 

原城跡と日野江城跡の史跡等を中心に、主として除草作業を実施した。 

市内史跡の除草作業も定期的に実施している。 

〇 南蛮船来航の地説明板修繕の外、３件の案内板修繕を実施した。 

Ｂ 

② 指定文化財の巡回 

〇 指定文化財の巡回を行い、き損等の初期発見に努める。 

県指定文化財：文化財巡視活動回数（年間）３回〔６回〕 

市指定文化財：月１回加津佐から深江の主な文化財の巡回を兼ねて除草作業を実施した。 

③ 指定文化財の防災訓練 

〇 指定文化財の防災訓練を地域住民と協力して行う必要がある。 

令和２年１月２６日(日)に口之津歴史民俗資料館から出火したと想定して文化
財防火訓練を実施した。 

 

( 3 ) 埋蔵文化財の発掘調査 

 点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

①  権現脇遺跡整理調査・報告書刊行 

〇 国土交通省砂防事業に伴う発掘調査受託事業 

水無川資材搬入路工事及び赤松谷川１・２号導流堤嵩上げ工事に伴う発掘調査の
整理調査を行った。 

 Ａ 

②  諏訪地区本調査・整理調査・報告書刊行 

〇 県営ほ場整備に伴う発掘調査 

・出口遺跡 調査面積 ５０㎡ 

縄文時代晩期及び中世の遺物を検出した。 

・諏訪ノ上遺跡 

検出した遺構・遺物の整理調査を実施し，南島原市文化財調査報告書第 20 集『諏
訪ノ上遺跡』を刊行した。 

③  山ノ寺梶木遺跡隣接地試掘調査 

〇 民間による駐車場造成に伴う発掘調査 
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 点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

・事業計画地 調査面積 ８㎡ 

遺構面・遺物包含層ともに確認されなかった。 

④  潮入崎遺跡範囲確認調査 

〇 民間による太陽光発電設備建設に伴う発掘調査 

・事業計画地 調査面積 ４㎡ 

縄文時代晩期，弥生時代，中世の遺構面・遺物包含層を確認した。 

⑤  山之内遺跡整理調査・報告書刊行 

〇 県営ほ場整備事業に伴う発掘調査 

検出した遺構・遺物の整理調査を実施し，南島原市文化財調査報告書第１９集『山
之内遺跡』を刊行した。 

⑥  東大窪遺跡・中萩原遺跡整理調査・報告書刊行 

〇 市道改良工事に伴う発掘調査 

検出した遺構・遺物の整理調査を実施し，南島原市文化財調査報告書第１８集『東
大窪遺跡・中萩原遺跡』を刊行した。 

⑦  見岳地区本調査・整理調査・報告書刊行 

〇 県営ほ場整備事業に伴う発掘調査 

・野中 A遺跡 調査面積 ６６６㎡ 

縄文時代早期・晩期，弥生時代後期の遺物を検出した。 

・養台寺跡 調査面積 ５９９㎡ 

表土剥ぎを行い，遺物包含層上面まで検出した。 

・東石原遺跡 

検出した遺構・遺物の整理調査を実施し，南島原市文化財調査報告書第１７集
『東石原遺跡』を刊行した。 

⑧  見岳地区内容確認調査 

〇 県営ほ場整備事業に伴う発掘調査 

・野中 A遺跡 調査面積 ６４㎡ 

縄文時代早期・晩期，弥生時代の遺物包含層を確認した。 

・野中 B遺跡 調査面積 ４４㎡ 

縄文時代晩期，弥生時代の遺物包含層を確認した。 

・東新堂原遺跡 調査面積 ８㎡ 

縄文時代後・晩期の遺物包含層を確認した。 

・野中 C遺跡 調査面積 ８㎡ 

中世の柱穴を確認した。 

・養台寺跡 調査面積 ３２㎡ 

縄文時代早期・後期・晩期，弥生時代，中世の遺構面及び遺物包含層を確認した。 

・新堂原遺跡 調査面積 １２㎡ 

縄文時代後・晩期，弥生時代，中世の遺物包含層を確認した。 

⑨  常光寺前駅西側遺跡隣接地試掘調査 

〇 市営農道整理事業に伴う発掘調査 

・事業計画地 調査面積 ８㎡ 

遺構面・遺物包含層ともに確認されなかった。 

⑩  幕府軍本陣推定地試掘調査 

〇 市営多目的運動広場建設に伴う発掘調査 
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 点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

・事業計画地 調査面積 ８㎡ 

遺構面・遺物包含層ともに確認されなかった。 

⑪  原城跡隣接地試掘調査 

〇 市営世界遺産ガイダンス施設建設にともなう発掘調査 

・事業計画地 調査面積 ２４㎡ 

令和 2年度において継続調査。 

⑫  原城跡二ノ丸内容確認調査 

〇 学術調査 

・二ノ丸地区 調査面積 ８８㎡ 

近世初頭の遺構面・遺物包含層を確認した。 

⑬  内野貝塚本調査 

〇 市営道路改良工事に伴う発掘調査 

・調査面積 ２８８㎡ 

弥生時代後期の貝層，遺物包含層を確認した。 

( 4 ) 文化財保護審議会 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

①  文化財等調査 

〇 あこう群落現地調査 

地域住民から市指定のあこう群落１８本のうち、２本が倒壊の恐れによる伐採
要望があり調査、審議した。 

Ｂ 

( 5 ) 史跡原城跡・日野江城跡専門委員会 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

①  原城跡保存活用計画の策定（２か年） 

〇 原城跡の本質的な価値とその構成要素を明確化し、現状と課題を整理しながら史跡
全域あるいはその周辺の保存活用方策を検討した。 

Ｂ 
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６ 世界遺産推進に関する事務 

( 1 ) 世界遺産の価値に関する適切な情報提供 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

① 情報発信を図るためのパンフレット等の作成 

 ○パンフレット等の作成、配布 

     来訪者が原城跡の価値を理解するためのパンフレット（現地版）を４万部作成
し、総合案内所で配布している。 

Ｂ 

② 南島原市世界遺産情報発信システム『有馬歴史ガイド』と『原城ＶＲ』の活用及びシ
ステムの拡充 

     原城跡総合案内所でＶＲ（当時の原城本丸を再現したイメージ映像）の貸し出
しを行い世界遺産としての価値の周知を行った。 

平成３１年度（令和元年度）貸出人数：５，５５６人  

③ 原城跡の来訪者数の確認 

     原城跡本丸に来訪者カウンターを設置し来訪者数の確認を開始した。 

     １２月１１日～３１日：２，８５３人 

     １月：３，４２２人 

     ２月：３，７２２人 

     ３月：４，１２９人 

 

(２) 世界遺産アクションプランに基づく取組の展開 

点検・評価のコメント及び活動内容等 
評 価 
ランク 

① 南島原市世界遺産市民協働会議による取組 

 ○世界遺産啓発イベント 

原城一揆まつりにおけるクイズラリーを実施した（約１５０人参加）。 

 ○清掃活動の実施 

     原城跡で市民協働会議主催の清掃活動を実施した（６月、１１月 計２４０人
程度参加）。 

 ○世界遺産登録１周年記念シンポジウムの開催 

     １月１２日（日）ありえコレジヨホールを会場としてシンポジウムを開催した
（５００人参加）。 

Ｂ 

② 世界遺産啓発グッズの活用 

     世界遺産の啓発のため、市内で実施されるイベントや会議などで、これまでに
作成したパンフレットやグッズを配布した。 

③ 世界遺産推進のための事務 

 ○世界遺産影響評価 

世界遺産保全のための取組の一つである世界遺産影響評価を長崎県と連携し
て実施した（天草風力発電事業５件、市内開発事業２件）。 

 ○モニタリング準備 

     ２０２２年の世界遺産委員会に「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」
の保全状況が報告されることから、文化庁や長崎県、関係県市町とともに保全状
況報告の手法の検討などを行った。 

 ○関係自治体との連携 

長崎県や関係県市町と連携し、世界遺産の保全や普及啓発などの取組を実施 

した。 


